




今 野 健 一 
（人文学部 法経政策学科） 


























                                                              
* 仙台白百合女子大学 人間学部 准教授 
ニューヨーク市における犯罪の減少と秩序維持ポリシング－今野・高橋 







































1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年
NY 全国
 
  図表1 全米とニューヨークの殺人率の動向 
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図表2. 1990年代の全米13大都市の殺人数の変化 
都市 ワースト年 殺人数 ベスト年 殺人数 減少率（期間） 1999年殺人率* 
ニューヨーク 1990年 2,245 1998年 633 72％(8年間) 9 
ロサンゼルス 1992年 1,094 1999年 425  61％(7年間) 12 
シカゴ 1992年  939 1999年 642  32％(7年間) 23 
ヒューストン 1991年  608 1999年 241 60％(8年間) 13 
フィラデルフィア 1990年  503 1999年 292  42％(9年間) 20 
サンディエゴ 1991年  167 1998年  42 75％(7年間)  5 
フェニックス 1994年  231 1997年 175  24％(3年間) 17 
サンアントニオ 1993年  220 1998年  89 60％(5年間)  8 
ダラス 1991年  500 1999年 191 62％(8年間) 18 
デトロイト 1991年  615 1999年 415 33％(8年間) 43 
ワシントンD.C. 1991年  482 1999年 241 50％(8年間) 46 
ボストン 1990年  143 1999年  31 78％(9年間)  5 
ニューオリンズ 1994年  424 1999年 158 63％(5年間) 34 
 

































































































































































て関心を再び集中させることにもかかわっている」[Livingston 1997 : 576]。 











「割れ窓」理論(Broken Windows Theory)は、James Q. WilsonとGeorge Kellingが1982年に発表
した論文[Wilson and Kelling 1982]で提唱された犯罪予防理論である。この理論によれば、ビル
の割られた窓が放置されれば、その修理されない窓は「誰も関心をもっていないというシグナ
ル」であり、その場所が管理や監視の行き届かない場所であることを示すものであるから、間
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す行為(disorder)というレトリックは、違法な銃の持ち運びに焦点を合わせた強力な街頭レベル
の法執行のためのイチジクの葉として役立った」[Fagan and Davies 2003 : 195]と指摘されてい
る。さらに、Brattonの後任のHoward Safirは1997年、特別な訓練を受けた捜査集団である街頭犯
罪対策班(Street-Crimes Unit : SCU)の規模を約400名へと3倍に増やしたうえ、攻撃的な捜検の手
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ないかどうかを確かめる行為」である[鈴木 2001 : 1]。これらの捜査方法は必要なものとして
古くから行われてきたが、事実上の慣行として行われてきたものであり、人の「捜索および逮


















[Thompson 1996 : 969]に依拠して捜査官の行動を根拠づけた。 
連邦最高裁はその後も、修正4条関連判例において、人種の考慮を事案から退ける判断を示
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人種を考慮した選別的な法執行を憲法は禁じているが、法の意図的な差別的適用に異議を唱え
る根拠となる憲法規定は平等保護条項（修正14条）なのであって修正4条ではない、とも述べた。 
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た」[Fagan and Davies 2000 : 496]と言える。このようなポリシング戦術は、レイシャル・プロ
ファイリングという名前で呼ばれることがある。レイシャル・プロファイリング(Racial 
Profiling)とは、簡単には、〈警察が専らまたは主としてその皮膚の色を理由に人々を標的とす
































































































５ この項は主に、[Livingston 1997 : 565 et s.]の記述に従っている。 
６ 例えば、[Sherman and Eck 2002]を参照。 





９ 実際、Dinkins市長時代の1993年から既に、銃器取締りプロジェクトが進められていた。[Greene 1999] 
10 停止・捜検の意味とその問題点については、4節で述べる。 
11 「割れ窓」理論の最も手強い批判者は、シカゴ大学ロースクール教授のBernard Harcourtであろう。なお、「割れ
窓」の効果に関する諸研究を個別に検討し、Harcourtの最近の研究（[Harcourt and Ludwig 2006]）を批判的に検
討した研究として[Melendez 2006]がある。 








15 Terry v. Ohio, 392 U.S. 1 (1968). 
16 この項は主に、[Thompson 1999 : 962 et s.]の記述に従っている。 
17 Delaware v. Prouse, 440 U.S. 648 (1979)やTennessee v. Garner, 471 U.S. 1 (1985)などがある。 
18 422 U.S. 873 (1975). 
19 428 U.S. 543 (1976). 
20 Whren v. United States, 517 U.S. 806 (1996). 
21 Civil Rights Bureau, Office of the Attorney General of the State of New York, The New York City Police Department’s 
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“Stop & Frisk” Practices, available at http://www.oag.state.ny.us/press/reports/stop_frisk/stop_frisk.html. 
22 Id., at table I.A.2. 




に、停止の33％を占めた。[Fagan and Davies 2003 : 208] 
24 Clinton前大統領は、レイシャル・プロファイリングを「道徳的に弁護の余地のないもの」と呼び、「レイシャル・
プロファイリングは、実際、活動がステレオタイプではなく紛れもない事実に基づく警察活動とは、反対のもの
である」と非難した。[Skolnick and Caplovitz 2003 : 254] 
25 GrossとLivingstonは、そもそも、高速道路での麻薬捜索のための停止には何らの効果もないと断じている。[Gross 







27 例えば、[Stuntz 2002], [Skolnick and Caplovitz 2003], [Thompson 1999]などを参照。 
28 レイシャル・プロファイリングがもたらす苦痛の多くは、法を遵守する市民を犯罪者の如くに処遇することに
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The Decline of Crime and the Order-Maintenance Policing in New York City 
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 In this article, we examine New York-style policing in 1990s.  Under mayor Giuliani, the New York 
City Police Department (NYPD) implemented a policing strategy called the  Order-Maintenance 
Policing (OMP), expressly premised on the Broken Windows Theory.  Although OMP likely 
contributed to the crime decline in New York City, the precise contribution of this policing is contested.  
OMP was widely perceived among minority citizens as racial policing, or racial profiling.  The NYPD’s 
aggressive policing was disproportionately concentrated in the city’s poorest neighborhoods, 
neighborhoods with high concentrations of racial minorities.  OMP strategies and aggressive 
“Stop-and-Frisk” tactics were often practiced with slight regard for the legal standards. 
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